
もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 
「獅子」をイメージしたもの

燃
料
体
取
出
し
作
業 

第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
に
お
い
て
は
、

原
子
炉
か
ら
燃
料
池
へ
の
燃
料
体
取
出
し
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
７
月
に
第
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
終
了
し
、
原
子
炉
容
器
や
炉
外
燃
料
貯
蔵

槽
に
保
管
さ
れ
て
い
た
燃
料
体
５
３
０
体
の

う
ち
、
４
０
６
体
に
つ
い
て
燃
料
池
へ
の
移

送
を
完
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
、
設

備
点
検
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
終
と
な
る
第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
２

０
２
２
年
４
月
に
開
始
し
、
同
12
月
ま
で
に

終
了
す
る
計
画
で
あ
り
、
残
り
１
２
４
体
全

て
を
燃
料
池
へ
移
送
し
、
す
べ
て
の
燃
料
体

取
出
し
作
業
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
放
射

性
廃
棄
物
の
発
生
を
低
減
す
る
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
燃
料
体
を
取
り
出
し
た
後
に
挿
入

し
て
い
た
模
擬
燃
料
体
を
装
荷
し
な
い
計
画

で
す
。

も
ん
じ
ゅ
の
燃
料
体
は
、
六
角
形
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
立
し
、
六
面
に
お
い
て
燃
料
体

が
隣
り
合
う
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
模
擬

燃
料
体
を
入
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
三
面
で

隣
り
合
う
状
態
と
な
り
ま
す
（
図
１
）
が
、

万
一
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
炉
心
体
系
が
安
全
に
維
持
で
き
る
こ
と

を
予
め
確
認
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
を
受
け
、
承
認
を
得
て
い
ま
す
。

中
性
子
遮
へ
い
体
等
の
取
出
し
、 

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
き
取
り
等

す
べ
て
の
燃
料
体
取
出
し
作
業
が
完
了
す

る
と
、
原
子
炉
容
器
に
は
、
中
性
子
遮
へ
い

体
や
、
制
御
棒
、
模
擬
燃
料
体
等
が
残
り
ま

す
。
今
後
の
原
子
炉
容
器
の
解
体
を
安
全
に

進
め
て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
中
性
子
遮
へ
い

体
等
を
原
子
炉
容
器
か
ら
取
り
出
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
中
性
子
遮
へ
い

体
等
は
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
は
ほ
と

ん
ど
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
万
一
破
損
し
た
と

し
て
も
周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
設
備
に
つ
い
て
も
解

体
に
向
け
た
検
討
、
準
備
を
進
め
て
い
ま図１　燃料体取出し時点の炉心の状態

廃止措置の計画的な推進
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「もんじゅ」の廃止措置においては、ナトリ
ウムに関わる多岐にわたる諸作業について、安
全を確保し、リスクを低減しながら、確実に進
めていく観点から、作業の実施方法や実施手順
等の組み合わせを最適化する必要があります。
そこで、もんじゅの現場の設備、機器、配管
等について、3次元レーザースキャナーによっ
て点群（点の集まり）データを測定し、空間に
ある実物情報を仮想空間に忠実に再現する“デ
ジタルツイン”の活用の検討を進めています。
デジタルツインの導入により、机上での図面
等による検討や現場での実際の作業の試行を行
うのに比べ、より低リスク・低コストで効率的
な検討が可能となり、そうした環境の実現に向

けた開発に取り組んでいます。
また、将来的に、建設業界で既に導入されて

いる3次元モデルを用いた建設生産・管理シス
テムを「もんじゅ」の廃止措置に導入し、「も
んじゅ」廃止措置の更なる効率化・高精度化を
目指すことが可能となります。

す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
を
解
体
す
る
た
め
に

は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
系
統
か
ら
抜
き
取
り
、

機
器
に
付
着
し
て
い
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
洗
浄

や
処
理
等
の
作
業
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

２
次
系
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
２

０
１
８
年
12
月
に
タ
ン
ク
へ
抜
き
取
り
、
安

定
し
た
固
体
状
態
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

１
次
系
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、配

管
内
か
ら
抜
き
取
る
と
、原
子
炉
容
器
の
液

位
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、設
計
・
操
作
両
面
か

ら
液
位
低
下
に
よ
る
機
器
の
動
作
等
へ
の
影

響
を
考
慮
し
安
全
に
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。ま
た
、搬
出
に
あ
た
り
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
等
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け

た
設
備
の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
燃
料
体
取
出
し
作
業
以

降
、
①
中
性
子
遮
へ
い
体
等
の
取
出
し
、
②

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取
り
等
の
作
業
を
進
め
て

い
く
計
画
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

安
全
最
優
先
の
廃
止
措
置
の
推
進

こ
れ
ら
の
取
組
を
含
め
、
廃
止
措
置
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
一
元
的
に
管
理
し
て
い
く
上
で

基
本
と
な
る
廃
止
措
置
計
画
の
全
体
像
、
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
実
施
す
べ
き
作
業
範
囲
や

実
施
事
項
、
手
順
等
に
つ
い
て
、
そ
の
技
術

的
課
題
や
具
体
化
に
係
る
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

検
討
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
等
の
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
さ
ま
へ
適
宜
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
を
最
優
先
に
、
計
画
的
に

廃
止
措
置
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

もんじゅ廃止措置における
DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

「もんじゅ」では、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、データやデジ
タル技術の活用により、様々な業務プロセス等を変革させていく取組を進めています。

「もんじゅ」デジタルツイン （イメージ）
3次元レーザスキャナーによる点群データ
測定の作業風景

レーザスキャナー

DX（デジタルトランスフォーメーション）とは
2018年12月に経済産業省が公表した「デジタルトランス

フォーメーションを推進するためのガイドライン」においては、
以下のように定義づけられています。
「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジ
タル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサー
ビス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、
組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性
を確立すること。」
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